
１
．
大
学
入
試
問
題
に
つ
い
て

　

か
つ
て
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と
言

え
ば
、
筆
記
２
０
０
点
、
リ
ス
ニ
ン
グ
50

点
で
あ
り
、
筆
記
の
占
め
る
割
合
が
８
割

で
あ
っ
た
。
内
容
的
に
も
知
識
問
題
と
し

て
音
声
・
語
彙
・
語
法
・
文
法
そ
の
も
の

を
問
う
も
の
、
読
解
問
題
と
し
て
小
説
で

は
登
場
人
物
の
心
情
の
変
化
を
読
み
取
る

も
の
、
論
説
文
で
は
筆
者
の
主
張
を
読
み

取
る
も
の
が
主
流
を
占
め
て
い
た
。
し
か

し
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
１
０
０
点
、
リ
ス
ニ
ン
グ
１
０
０
点

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
重
視
の
作
問
に
変
容
が
見
ら
れ

る
。

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
完
全
な
読
解
問
題
に

シ
フ
ト
。
そ
の
中
で
、you

を
主
語
に
し

た
問
題
文
が
多
い
の
が
目
立
つ
。
つ
ま
り
、
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受
験
生
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
の

主
体
と
み
な
し
、「
あ
な
た
だ
っ
た

ら
…
…
」
と
直
接
、
問
う
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。Situation

（
状
況
）
は
多
岐
に
わ

た
り
、
書
籍
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
案
内
文
、

記
事
、
ブ
ロ
グ
、
雑
誌
な
ど
、
様
々
な

vehicle

（
媒
体
）
を
通
し
てyou

が
登
場

す
る
。
実
践
的
な
対
話
場
面
の
中
で
、
ど

の
く
ら
い
英
語
を
使
え
る
の
か
測
る
意
味

で
は
か
な
り
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
ス
ニ
ン
グ
問
題
は
、
第
１
問
〜
第
２

問
が
２
度
、
第
３
問
〜
第
６
問
は
１
度
し

か
読
み
上
げ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
イ
ラ
ス

ト
や
グ
ラ
フ
、
表
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、

目
的
に
応
じ
た
思
考
力
・
判
断
力
が
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
人

だ
け
で
な
く
イ
ギ
リ
ス
人
や
日
本
人
と
思

わ
れ
る
話
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
設
定
と
な
っ

て
い
る
。

２
．
指
導
の
あ
り
方

　
　
―
学
習
者
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

　

学
習
者
が
一
生
懸
命
、
勉
学
に
取
り
組

む
状
態
の
こ
と
を
学
習
者
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
と
言
う
。
学
校
教
育
で
は
理
想
で
あ

る
。E

ngaging Language Learners 
in Contem

porary Classroom
s

の
著
者

で
あ
るSarah M

ercer

とZoltán D
örnyei

は
、
学
習
者
の
成
長
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と

し
て
、
努
力
次
第
で
さ
ら
に
成
長
で
き
る

と
信
じ
て
前
向
き
に
取
り
組
め
る
自
己
肯

定
的
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
（
自
律
性
）、

信
頼
関
係
を
築
き
、
共
感
的
理
解
（
ラ
ポ

ー
ル
）
で
生
徒
を
受
容
す
る
こ
と
（
有
能

感
）、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
学
習
集
団
と
教
室
文

化
を
形
成
し
、
生
徒
間
の
心
的
距
離
を
縮

め
、
協
働
的
な
学
び
に
よ
っ
て
集
団
の
成

功
体
験
を
醸
成
す
る
こ
と
（
関
係
性
）
を

挙
げ
て
い
る
。

　

英
語
が
苦
手
な
生
徒
に
は
、
１
冊
の
テ

キ
ス
ト
を
年
間
で
繰
り
返
し
て
使
用
す
る

ラ
ウ
ン
ド
制
指
導
、
教
師
が
読
み
上
げ
た

英
文
を
直
接
、
聞
い
て
書
き
取
る
デ
ィ
ク

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
先
達
の
知
見
を
活
用

し
た
い
。
教
師
は
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
両
面
が
要
求
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

３
．
語
彙
に
つ
い
て

　
　
―
メ
ン
タ
ル
・
レ
キ
シ
コ
ン

　

Batia Laufer

に
よ
れ
ば
、
専
門
性
の

高
い
テ
キ
ス
ト
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
に

は
テ
キ
ス
ト
カ
バ
ー
率
（
既
知
語
）
が
95

％
以
上
必
要
と
の
こ
と
。
様
々
な
研
究
結

果
を
俯
瞰
す
る
と
、
専
門
書
の
一
応
の
読

解
が
可
能
に
な
る
に
は
語
彙
数
に
し
て
４

０
０
０
〜
５
０
０
０
語
の
習
得
が
第
一
段

階
、
自
力
で
読
解
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

る
に
は
８
０
０
０
〜
９
０
０
０
語
の
マ
ス

タ
ー
が
第
二
段
階
。

　

語
彙
は
、
脳
科
学
の
分
野
で
は
メ
ン
タ

ル
・
レ
キ
シ
コ
ン
（m

ental lexicon

）

と
言
わ
れ
る
が
、
適
切
な
使
用
に
際
し
、

ど
の
よ
う
な
音
素
の
組
み
合
わ
せ
か
ら

構
成
さ
れ
る
か
と
い
う
音
韻
情
報

（phonological inform
ation

）、
ど
の
よ

う
な
意
味
に
対
応
す
る
か
と
い
う
意
味
情

報
（sem

antic inform
ation

）、
ど
の
よ

う
な
形
の
構
成
を
持
つ
か
と
い
う
形
態
情

報
（m

orphological inform
ation

）、
文

や
句
を
構
成
す
る
時
に
ど
の
よ
う
な
規
則

に
従
う
か
と
い
う
統
語
情
報
（syntactic 

inform
ation

）
が
求
め
ら
れ
る
。
要
は
４

技
能
の
バ
ラ
ン
ス
が
語
彙
情
報
を
適
切
に

関
係
づ
け
る
の
で
あ
る
。

４
．
直
読
直
解
に
向
け
て

　
　
―
サ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン

　

同
時
通
訳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ
に

サ
イ
ト
・
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

こ
れ
は
意
味
の
か
た
ま
り
（
チ
ャ
ン
ク
）

ご
と
に
ス
ラ
ッ
シ
ュ
（
／
）
を
入
れ
、
前

か
ら
音
読
し
、
訳
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。

認
知
心
理
学
で
は
、
人
が
瞬
間
的
に
記
憶

に
保
持
で
き
る
語
数
を
マ
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ

ー
と
呼
び
、「
7
±
2
」
と
か
「
4
±
1
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
英
語
を
語
順
の
ま
ま

前
か
ら
読
み
、
理
解
す
る
「
直
読
直
解
」

の
第
一
歩
で
あ
る
。

　

国
立
大
学
の
個
別
試
験
等
は
、
配
点
の

ウ
ェ
ー
ト
が
高
い
読
解
問
題
が
中
心
。
出

題
傾
向
を
見
て
も
、
下
線
部
の
内
容
説
明

や
和
訳
、
空
所
補
充
、
語
句
の
パ
ラ
フ
レ

ー
ズ
や
整
序
、
一
致
問
題
は
相
変
わ
ら
ず
。

特
に
、
評
論
文
の
場
合
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
の

中
の
文
と
文
の
関
係
で
あ
る
「
A
、
即
ち

B
」
と
い
う
「
言
い
換
え
」、「
A
、
例
え

ば
B
」
と
い
う
「
具
体
例
」、「
A
に
対
し

B
」
と
い
う
「
対
照
・
対
比
」、「
A
、
だ

か
ら
B
」
と
い
う
「
因
果
関
係
」
な
ど
が

読
み
取
れ
れ
ば
読
解
力
は
格
段
に
上
が
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
直
結
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

５
．
授
業
改
善
に
向
け
て

　

授
業
改
善
に
は
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー

チ
（action research

）
が
お
奨
め
。
こ

れ
は
計
画  

⬇  

行
動  

⬇  

観
察  

⬇  

内
省

の
サ
イ
ク
ル
、
つ
ま
り
、
P
D
C
A
を
回

す
こ
と
だ
が
、
生
徒
、
教
材
、
活
動
の
数

だ
け
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。
特

性
と
し
て
は
、
教
師
は
自
身
が
実
践
者
で

あ
る
と
同
時
に
、
研
究
者
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
も
つ
こ
と
が
前
提
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
教
員
個
々
の
資
質
向
上
に
主
眼
を
置

い
た
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も

デ
ー
タ
分
析
な
ど
の
厳
密
さ
を
求
め
る
も

の
で
は
な
く
、
自
己
研
修
の
色
合
い
が
強

い
O
J
T
（O

n the Job T
raining

）
な

の
で
あ
る
。

６
．
大
学
入
試
の
先
に
あ
る
も
の

　

平
和
な
社
会
や
多
様
性
を
尊
重
す
る
社

会
づ
く
り
に
向
け
て
、
自
国
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
国
境
を
越
え
て
存
在
す
る
地
球

規
模
の
課
題
を
意
識
し
、
主
体
的
に
捉
え
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
日
本
語
に
す
る
と
、
地
球
市
民
意

識
、
地
球
市
民
性
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
共
通
し
た
概
念
を
規

定
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
が
、

今
や
国
境
を
越
え
て
市
場
が
拡
大
し
て
い

る
以
上
、
労
働
力
移
動
を
加
速
化
し
、
結

果
と
し
て
、
多
文
化
教
育
の
必
要
性
が
生

ま
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

知
識
基
盤
型
社
会
を
主
体
的
に
生
き
る
た

め
の
専
門
分
野
以
外
の
汎
用
性
の
あ
る
技

能
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
）
や
持
続
可

能
な
発
展
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ

ュ
ー
の
取
り
扱
い
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ

ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
結
び
つ
い
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

　

地
球
的
課
題
を
扱
う
言
語
材
料
と
し
て

最
適
な
も
の
の
一
つ
がSD

Gs

（Sustainable 
D
evelopm

ent Goals

：
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成

目
標
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
教
科
横
断

さ
せ
、
世
界
の
変
革
を
目
指
す
も
の
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、「
地
球
市
民
」
を
育
て
て
い

く
か
が
教
師
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
な
の
で

あ
る
。
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